


































ぞろいである。 「あの有名研究者がこんなバカな誤訳をしているのか！」と知るのは痛快だし、自信もわく。しかし調子に乗って、さまざまな誤訳指摘本を読み散らし、内容を鵜呑みにすると酷い目にあう。実は誤訳を指摘 た文もや ぱり誤訳だったりするのが、この業界の常な だ。世間から「語学オタ」と目される外大生が、 「実はあの訳は間違いでネ」と得意気に披露するだけでも鼻につくのに、それが間違っていたらいたたまれないこと限りなし、だ。　
やはり誤訳指摘本というものは、 「訳本では内容がさっぱり分からず、苦しみのたうちまわったあげく、






















































































客観的にデータ化し、分析する際にも必要不可欠なものです。①は、 「或るもの」を「そのもの」として認識するとはどういうことであるのかを、哲学的考察から情報科学技術にまで亘って解説 た汎用的ガイドブック と言えま ②あらゆるものの共時的、通時的な体系化を、樹木の分岐構造に模して試みる手法を紹介しており、それらは情報科学におけるデータ表現や知識表現 応用されていますが、その起源は一四世紀の哲学者にまで遡 ことができます。③は、自然



























が存在する。日本の文化人類学者の本をトンデモ本として取り上げると色々と差し障り あるので、比較的安全な翻訳書にのみ焦点を当てることにする。トンデモ本といっても、単な 「キワモノ」であれば、わざわざここで紹介した はしない。カスタネダやハリス 主張を熱狂的に支持する文化人類学者も少 くないし、アメリカではこれらの本が一般書としてベストセラーにもなった。まずはトンデモ本として紹介されたことを忘れこれらの本が提示する世界に浸 て欲し
7外大生に
すすめる本




??? ? ? ???????? ?????? ?アルベール・カミュ﹃シーシュポスの神
話﹄







後に真理や意味を想定するような思考から縁を切ろうとする力強い、だが同時に、軽やかな書物。人間とは何か、生きる意味とは何か、世界とは何か、と ったことを問い続けることは、悲しいかな 有限で脆弱なわれわれ は耐えがたいもので、知らないうちに、安心できる答えを自分自身で準備してしまうことが多い――「神様」はひとつの模範解答だ。しかし、そのような安易な答えから手切って、 「この世界が理性で 割り切れず、し も人間 奥底に 明晰を求め死物狂いの願望が激しく鳴りひびいていて、この両者がともに相対峙したままある」 （カミュ）ことを認めてみてはど
























































































































      凱風社、二〇〇五年
　
東日本大震災がもたらした大きな被害
は、一年が過ぎた今でもわれわれの心に深い傷を残している。こんな時に、震災の被害に遭われた方々に心を寄せて 「絆」を再確認することも大切だけれど、震災や戦争という民衆が傷ついた大きな出来事の底にはさらに深い犠牲を強いら ながら見失われて る人々 多く存在することにあらためて注意した 。①は、関東大震災の時に流言飛語が飛び交う中で発生した朝鮮人虐殺事件について 生きた証言などを整理しながら真相を論じたものである。②は、日本軍が戦争の渦中
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ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）の
議論で揺れる現状を考える一助として、「農」の視点から以下の三冊をおすすめしたい。守田志郎﹃農業は農業である│近代化論の策略﹄








を残した守田志郎は、一九七〇年代に入ると一転 て、 『農業は農業である』を起点に、 『小さい部落』 （ 三 、のち『日本の村』 ） にとって技術とは何か』 （一九七六年）等を次々 刊行していく。 『学問の方法』において、都市と農村との関係を論じ、また「鉛を志す社会学」を説いた守田氏のまなざしは、私自身の立ち位置への内省を迫るものであった。長らく忘れ去られていた（無視されていた）守田氏の著作が甦ってくのは、産業として 農業がますます縮小し、村落（むら）の崩壊が指摘されるようになってからである。山川菊栄﹃わが住む村﹄岩波文庫、一九八三年（原著は三国書房から一九四三年に刊行）　
与謝野晶子・平塚らいてう等との母性
保護論争において 社会主義 立場か鮮やかな論陣をはり、戦後は労働省婦人少年局の初代局長となった山川菊栄が戦時下に執筆した作品。神奈 県鎌倉郡村
岡村（現在の藤沢市）に移り住んだ著者が、柳田國男にすすめられて出版したものであるが、戦時下の都 近郊農村の暮らしとその変化を「外」 目（観察者）と「内」の目（ で農業を営む）からリアルに描き出しており 大変興味深い。?????
（はやつ
 えみこ）











































































































































           ＰＡＲＣＯ出版、二〇一〇年
③原研哉﹃日本のデザイン│美意識がつ
くる未来﹄





























































れはこれからの人間は長生きをしない、ということを象徴してもいる。寿命が長くなると、生きるということはずっと希薄になって間延びする。いまの我々は長生きすることが心配でしょうがない。社会に 「長生きするな」 った風潮まである。その一方でタバコ 吸うなという。私は、高齢化社会の解決策の一つとして楽しく優雅にタバコを吸っている（笑） 。社会貢献して、 なおかつ高い税金 払っている。それの何がいけないのか？　
希薄な一生を過ごさないためには要するに、自分の考え











事です。 賢治の言葉についていくと、 宇宙まで意識が広がっていくのが分かる。単なる自然描写ではな 。世界を一挙に拡げて造形していっている。　
石川啄木は正反対です。非常にちまちました、いじまし
い感情を実に巧みに表現す では、それがダメなのかというとそうではな 。彼は、明 大逆事件が起きた時に、おそらく日本で書かれた最も透徹した批評を書い いる。非常に厳し 「生活感覚」と、その「生活感覚」の苦笑せざるを得な までのいじましさ を この落差ものすごいのです。◀日頃から「生活感覚」という言葉 よく使われていま よね。　
それがなかったらものを考えても仕方がない。 「文化」
がどうのこうのと言うのが私は嫌 す。 「文化」が一つの領域になってしまうと、階級的なものになってしまう「賢治や啄木の言葉なんてなくたって生きていける」とも言えます。けれどもそれは違う。人 生きて くとは言葉で関係を作りな ら生き いくこ だから。賢治や啄木ね、たまたま生まれた一個人じゃないの。こうした時代にあって生まれるべくして生まれた一つの運命なの。
◀中島敦についても伺いたいです。　
中島敦は、日本の現代語と中国語の漢文との間をつない
だ。明治のはじめにできた大学では、基本的には西洋的な学問しかしていなかった。つまり東洋的なものに対してほとんど背を向け た。けれど 中島敦は、親が漢学者で本人も物凄く素養があっ その素養があったうえで現代日本語を書いた。だからそこにはい 「肥やし」があったのです。中島敦はね、とにかく文句なく、その小説を頭から全部覚えればいい。　
言葉は全て人からもらったものです。だからいい言葉の













これは一九二〇年ドイツ革命時、非常に政治的に緊張した状況の中で学問と政治の問題が問われた時 、学生の求めに応じてウェーバーが行った講演です。その中でウェーバーは、ソクラテスの時代、哲学の中で探究されるものが生きる意味をもたらす、と語っています。中世ヨーロッパの時代になると、自然やこの地上はサタンが支配する世界で、教会が神の世界であると。キリスト教世界 から神が真理 生きる意味ですよね。そこでは自然も悪しきものとして表象されます。だから哲学が神 に変わり、教会だけが人々に光をもたら ことが き 。　
ところがルネッサンス──これは教会側にあった神を人
間側に引き寄せる運動と見られ の が── なって然への語られ方が変わる。自然の中に神 宿っているとい
う話になってくる。自然は悪魔のものではなく、そこには神の秩序がある。そうして自然科学は始まったという話をウェーバーはする。科学の中に生きる意味に結びつくよな神の秩序を発見できるのだと。　
でも我々が生きてきた二〇世紀という時代には、誰も科














とっての人類学との出会いです。文化人類学は文化を通じて人間とは何かを解明していく学問です。問題の関心は常に人間にある。 間は実に様々な社会や文化を創り出します。世界は多様です。人類 は極めて個性的な姿 とっ表現される文化・社会を、地球上 隅々に求め、調査・研究を行います。人類学者が措定する社会とは、その中である種完結する統合的、有機的全体を成しているもの、つまり機能に閉じた連関として考えるんです。こ ような枠組みで、人類学者は、いわば手分けをして 様々な社会を記述していく。一つ一つの社会の記述は、個性的な対象として立ち現われて来るので が、一方でそういう記述を蓄積していきながら それら 通して普遍的なレベルでの「人間」とは何かを常に問うている。個性を記述しながら、同時に比較可能性に開か た視点を常に保持し いるんね。　
私も韓国を扱う場合、人類学的な関心から韓国に入って











 第二版』 （大修館書店） 。
